
AIによる工場の計測データからの正常異常判定の手順

1.正常時と異常時の場合で違いの表れる計測すべきパラメータの選択
2. 正しいセンサの選択と正しい計測及びコンピュータへのデータ集約
3. 正しい計測データ処理（AIによる判定の前処理）

4. 数十個ずつの正常時と異常時の場合のデータによる訓練(教師)データの作成

5. 機械学習を実行させて正常異常判定を行うAI(判定機)を実現

6. 機械学習結果のPythonプログラムからの活用
工場で使われている実際のPythonプログラムから機械学習させた結果である学習データを使って正常異常判定
ができます。Sony(株)のNeural Network Console (NNC)の場合ならばライブラリnnablaを使えば学習済みのデータ
であるresults.nnpが活用でできます。

y'=正常 y'=異常 Recall

y:label=正常 100 0 1

y:label=異常 0 100 1

Precision 1 1

F-Measures 1 1

Accuracy 1

Avg.Precision 1

Avg.Recall 1

Avg.F-Measures 1

正常なモーターの振動を測定した場合の時間波形とそのスペクトル例 異常なモーターの振動を測定した場合の時間波形とそのスペクトル例

正常な場合のスペクトログラム例 異常な場合のスペクトログラム例

畳み込みニューラルネットワーク(CNN)の場合のネットワーク構造例 学習曲線の一例 混同行列とＦ値の一例

knop=nnp_graph.NnpLoader(dirc+'results.nnp')
graph=nnp.get_network('MainRuntime',batch_size=1)
x=list(graph.inputs.values())[0]
y=list(graph.outputs.values())[0]
img=imread(path,channel_first=True)   
x.d=img.reshape(1,3,256,256)
y.forward()

nnablaの名前の由来だそうです(nnablaのblogから引用） nnablaを活用するプログラム例

機械学習による判定機の作成 判定機の正常異常判定の実行と評価

工場の生産性・信頼性向上・歩留まりの改善等を目指して、工場での製品検査・製品
の良し悪しの評価・生産設備の異常検出・予知保全・計測と制御等をAIを使って自動化し
たいというニーズがあります。それらを実現するためには以下の手順が必要となります。



株式会社AI技研の特長

株式会社AI技研（犬塚 博）の実績や経験
・使用してきたAIアルゴリズム

・AIを使って実現してきた事項

・株式会社AI技研（犬塚 博）が実施してきたこと

株式会社AI技研の連絡先

所在地：〒432-8011 静岡県浜松市中央区城北3-5-1 静岡大学イノベーション社会連携推進機構 インキュベーション施設210号室

(会社の所在地は浜松ですが、毎週大阪１回・東京１回のペースで企業様の所へ出張に行っています。）

メールアドレス：inuzuka.hiroshi@shizuoka.ac.jp  ホームページ：https://aigiken.tech/

AI技研がご提供させて頂いている技術やサービスその１
「社内技術者向けAI・計測・工場のDX化技術教育」

AI技研がご提供させて頂いている技術やサービスその２
「AI・計測・工場のDX化技術のコンサルティング」


